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ります。当然ルールベースですので、Expedition 

PCBの自動配線は設定された物理条件（配線

幅、配線層、クリアランス、ビア数制限など）を厳

守して配線作業が行なわれます。配線のショート

やクリアランス違反などの設定された物理条件に

対する違反が発生することはありません。この基

本的な性格を効果的に使えるステージとして、設

計仕様検討時における基板層数や配線の見積も

りが考えられます。ここでは、本来の自動配線に

おけるテクニックをいくつかご説明します。

Expedition PCBには、自動配線を実行する

順序を示す「スキーム」といわれるものがあります。

このスキーム作成は、自動配線を熟知していない

と難しいのではないかと考える方も多いと思います

が、基板設計者であれば、それほどハードルの高

いものではありません。例えば、1000ピンを越え

るようなBGAやPGAといった多ピン部品が高密

度に数多く搭載される基板の配線を人が行う場

合は以下のような作業手順となります。

1. BGAやPGAを含む表面実装部品からのファン

アウト（ビア引き出し）

2. クロックや作動ペアなど、制約条件が付与され

たクリティカル・ネットの配線

3. バス信号の配線（図2）

4. 長さ指定や等長指定ネットの配線および長さ

調整

5. 電源信号の配線処理

6. 一般信号の結線処理

この例がすべてではありませんが、設計者はこ

れと同じように、頭の中で常に一番効率的な配

線作業の手順を組み立てているのではないでしょ

うか。自動配線のスキームを構築するという作業

は、これらの構築作業と何ら変わりはありません。

Expedition PCBが提供する自動配線パスは、

引き出しを行なわせるFanout、ビアを使わず主配

線方向主体で配線するメモリとNo Via、ビアを使

わずに主配線方向を無視して配線するNo Via/

Bias、プッシュ＆ショーブとリップアップ処理を含め

て配線を行なうRoute、配線長指示ネットへの長

さ調整を行なうTuning、既存配線の不要ビア削

減を行うVia min、整形処理を行なうSmoothと

いったものが基本パスとして提供され、このパスを

組み合わせることで設計者が意図する配線手順

を構築できます。

この設計者が配線する作業手順そのものが長

年の経験で培った1つのナレッジとも言えます。

そのナレッジを自動配線スキームとして構築し共

有化することは、自動配線結果に対する精度向

上だけではなく、自動配線を使用する設計者間で

のレベルの均一化を図ることにもつながります。

次に、基板全体ではなく部分的な配線作業の

支援ツールとして自動配線を考えてみましょう。

その場合、長さの調整を行なうためのミアンダを

作るエリアの限定や配線を行なわせる際の迂回

の抑制などが考えられますが、このような要望には

ルートフェンスという機能が有効です（図3）。

ルートフェンスとは、配線領域をフェンス図形で

囲い、その領域内だけで自動配線の作業をさせる

ための制御機能です。この機能を使って配線作

業エリアを限定させてしまえば、ミアンダを生成す

るエリアの指示や自動配線における迂回範囲を

そのエリア内にとどめることができます。この機能

を更に応用すれば、自動配線の引き回しエリアを

制限させることにより、容易に自動配線の配線経

路を制御することもできます。

図3：ルートフェンスの例

図2：自動配線の為のバス・プランニング

バスパス

ルートフェンス
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http://supportnet.mentor.com/japan/SupportNet Information

SupportNetサイトのデザインが変わりました

http://supportnet.mentor.com/japan

メンター･グラフィックスのサポートサイト『SupportNet』が、2年ぶりにデ

ザインを一新しました。今回のリニューアルでは、レイアウトや使い勝手は

従来のままに、グリーンベースの色合いから、公式サイトと統一感のあるホ

ワイトとブルーを基調にしたデザインに変わっています。

今回レイアウトを改善したことで、画面幅が大きく取られ、情報がさらに見

やすくなりました。慣れ親しんだ利便性をそのままに、新鮮な“ルック & 

フィール”でWeb サポートをお楽しみください。

新コーナー『五ツ星コンテンツ」

各プロダクト概要ページの左上に、セクションを新設しました。

このセクションには、無数のSupportNetコンテンツから厳選された、メンター・グラフィックスのエンジ

ニアが自信を持って推奨するリンクが並びます。まだ一度も目にしたことのないものを見かけたら、ぜ

ひクリックすることをお勧めします。

SupportNetには御社すべてのユーザ様をご登録ください

SupportNetのユーザ・アカウントは、同一企業内の複数のお客様にご登録いただくことができます。

SupportNetでは、技術情報の検索機能のほか、最新リリースのダウンロード機能などを提供してい

ます。ご登録は、SupportNetトップページから「ユーザ登録」をクリックするか、または以下のページ

にアクセスしてください。

SupportNetユーザ登録：http://supportnet.mentor.com/user_jp/register.cfm

リアルタイム同時設計

1つのデータベースに対して、複数の設計者

が同時に配置配線を行うリアルタイム自動設計ソ

リューションがXtremePCB™です。基板サイズ

やネット数により異なりますが、実際のユーザから

の成果として、4名で設計した場合は設計時間も

4分の1になるという結果が出ています。

このXtremePCBは今までの分割設計とは異

なり、設計データの分割／合成といった作業が必

要なく、境界線は基本的に設ける必要がないの

で、不一致などもありません。また他の設計者の

作業の様子を見ながら配線作業ができるように配

線スペースを有効利用できます。

このテクノロジの最大のポイントは、排他的処

理です。１つのデータに対して複数の設計者が

作業できるので、同じ配線や部品を選択したり、同

じ方向（エリア）に配線を延ばした場合などに優

先判断が適用されます。XtremePCBでは様々

な設定ができますが、面白い機能としてはフォース・

フィールドがあります。このフォース・フィールドは、

複数の設計者が同じエリアにアクセスした場合

に、そのエリアで多く作業をしている方を優先させ

るというものです。つまり、誰がどこでどの位作業

をしているのかを管理し、排他的処理されている

のです。自動配線の項で述べた部分的な自動配

線も各設計者は自由に使えるため、配線効率も

大幅に向上します。

また全体の自動配線を行なう場合にも、それぞ

れのCPUに自動配線処理を分散するディストリ

ビューション機能も備えているため、大規模な自

動配線にも大きな効果が期待できます。
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本社
〒140ｰ0001
東京都品川区北品川4丁目７番35号
御殿山ガーデン
営業代表：(03) 5488ｰ3030

大阪支店
〒532ｰ0004
大阪府大阪市淀川区西宮原2丁目1番3号 
SORA新大阪21
代表：(06) 6399ｰ9521

名古屋支店
〒460ｰ0008
愛知県名古屋市中区栄4丁目2番29号 
名古屋広小路プレイス
代表：(052) 249ｰ2101

ホームページ 
メンター・グラフィックス・ジャパン： 
www.mentorg.co.jp
メンター・グラフィックス米国本社： 
www.mentor.com

サポート・センター
SupportNetトップページ：
supportnet.mentor.com/japan/
お問い合わせ：
supportnet.mentor.com/servicerequests_jp/open.cfm
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